
　

積
丹
町
の
皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。

消
化
器
内
科
の
医
師
を
し
て
い
ま
す

栗
原
で
す
。
大
学
病
院
に
30
年
間
在

職
後
、
東
京
日
本
橋
に
８
年
前
、
開

業
し
病
気
の
予
防
対
策
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
縁
あ
っ
て
５
年
ほ
ど

前
か
ら
、
時
折
積
丹
町
を
訪
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
９
月
に
も
積
丹
町
民
文

化
講
演
会
に
お
い
て
「
健
康
に
生
き

る
た
め
に
」
と
い
う
お
話
し
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

お
も
に
食
事
と
健
康
に
関
す
る
こ

と
で
し
た
が
、
２
月
20
日
に
は
「
冬

の
運
動
不
足
」
に
つ
い
て
講
演
を
い

た
し
ま
す
。

　

折
り
し
も
、
わ
が
国
の
医
療
は
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
長

い
間
“
病
気
に
な
っ
て
か
ら
治
療
す

る
”
と
い
う
受
け
身
の
医
療
が
続
い

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
“
病
気
を
未

然
に
防
ぐ
”
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
さ
に
予
防
医
療
時
代
の
幕
開

け
と
い
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本

で
は
予
防
医
療
へ
の
取
り
組
み
が
遅

れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
病
気
の
予
備
軍
の
よ
う
な
健
康

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
健
康
で
あ
る
と
い
い
き
れ
る
人

は
、
ご
く
僅
か
で
す
。
多
く
の
人
々

が
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
が

現
実
で
す
。

　

最
近
、
健
康
寿
命
と
い
う
表
現
が

一
般
化
し
て
き
ま
し
た
。「
介
護
を

受
け
た
り
病
気
で
寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
せ
ず
に
、
自
立
し
て
健
康
に
生

活
で
き
る
期
間
」
で
す
。
い
か
に
し

た
ら
病
気
に
か
か
ら
な
い
で
済
む

か
。
ち
な
み
に
、
日
本
人
の
「
健

康
寿
命
」
は
男
性
70
・
４
歳
、
女

性
73
・
６
歳
。「
健
康
寿
命
」
は
意

外
に
も
短
い
の
で
す
。「
平
均
寿
命
」

と
の
差
は
男
性
で
９
年
、
女
性
で
は

な
ん
と
13
年
。
こ
の
差
は
、
健
康
に

何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
、
日
常
生
活

に
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が
生
じ
る
「
不

健
康
な
期
間
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
を
短
く
す
る
こ
と
が
わ

が
国
の
最
大
の
課
題
に
思
え
ま
す
。

目
標
は
「
健
康
長
寿
」
で
す
。「
健

康
に
老
い
る
」
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　

ま
ず
は
、
自
分
の
健
康
に
関
心
を

持
つ
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
野

菜
中
心
の
粗
食
こ
そ
大
切
と
信
じ
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
高
齢
者
の

方
々
に
と
り
筋
肉
量
を
増
や
す
肉
や

魚
を
意
識
し
て
多
め
に
と
る
食
事
が

必
要
で
す
。
米
、
麺
、
パ
ン
、
果

物
、
煎
餅
な
ど
の
糖
質
を
10
％
減
ら

「
会
話
中
、
言
い
た
い
こ
と
を
忘
れ

る
」、「
探
し
物
が
多
く
な
っ
た
」
認

知
症
予
備
軍
の
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ

Ｃ
Ｉ
）
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
我
が
国

に
は
、
現
在
Ｍ
Ｃ
Ｉ
が
４
０
０
万
人

い
る
こ
と
が
分
っ
て
お
り
、
急
激
に

増
加
す
る
こ
と
は
確
実
で
す
。
団
塊

の
世
代
が
す
べ
て
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
に
は
、
７
５
０
万
人
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ

も
７
０
０
万
人
に
な
る
で
あ
ろ
う
と

予
測
さ
れ
ま
す
。
何
と
65
歳
以
上
の

３
人
に
１
人
が
危
な
い
。
誰
で
も
認

知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
段
階
で
は
回
復
の
余
地

は
十
分
あ
り
ま
す
。
遅
く
と
も
認
知

症
の
予
備
軍
で
あ
る
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
時
対

処
し
た
い
も
の
。
日
常
生
活
は
普
通

に
送
れ
る
の
で
す
か
ら
、
家
族
も
普

段
か
ら
十
分
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
い
な
い
と
気
が
つ
か
な

い
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
認
知
症
は

予
防
で
き
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
、
一
緒
に
考
え
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

積
丹
町
の
魅
力
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
皆
さ
ま
、
元
気
で
長
生
き
し
ま

し
ょ
う
。
め
ざ
せ
！
健
康
長
寿
！
私

も
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

栗
原 
毅  

医
師
　     

講
演
会
開
催

み
ん
な
元
気
で
長
生
き
し
よ
う
！

栗
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
京
・
日
本
橋 

院
長

≪プロフィール≫

１９５１年　新潟県生まれ。

　北里大学医学部卒業。栗原クリニック東

京・日本橋院長。前慶應義塾大学大学院教

授、前東京女子医科大学教授。「血液サラ

サラ」の名付け親としても知られ、医療過

疎地とテレビ電話を利用した遠隔医療を行

うなど、予防医学の実践者として活躍中。

栗
くり

  原
はら

 　毅
たけし

　氏

「 第２回町民文化講演会 」 を開催します

【日　時】２月２０日　午後１時 開場

【会　場】：総合文化センター １階 交流大ホール

【内　容】

　第１部　講師：栗原　毅 氏

　　　　　基調講演「冬の運動不足解消」

　　　　　活動量計を使った健康づくりについて

　第２部　講師：栗原　丈德 氏（栗原クリニック歯科医師）

　　　　　講演「口腔内ケアと食事」

す
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。
カ

ロ
リ
ー
よ
り
糖
質
を
気
に
す

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
で
き

る
だ
け
ゆ
っ
く
り
噛
む
こ
と

で
す
。
30
回
は
噛
む
こ
と
も

極
め
て
大
切
で
す
。
そ
し
て

歩
く
こ
と
。
７
，
０
０
０
歩

は
歩
き
た
い
も
の
で
す
。
少

し
大
股
で
、
少
し
速
足
で
歩

き
ま
し
ょ
う
。
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か
ら
脱
却

で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
認

知
症
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
増
え
て
い
ま
せ
ん

か
？
「
よ
く
知
っ
て
い
る
人

の
名
前
が
出
て
こ
な
い
」、

主催：積丹町教育委員会

後援：公益社団法人 日本財団 /公益社団法人 ブルーシー

      ・アンド・グリーンランド財団 /積丹町

（2015 年度「海洋センターを活用した地域コミュニティをの再生に関するモデル事業」）
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　町では、今年度から、積丹町の自然環境や文化、特

産品、イベントなど積丹町の魅力について、幅広く情

報発信を行っていただく「積丹町観光サポーター事業」

を実施しています。情報発信の方法は、ウェブサイト

でのブログをはじめ、フェイスブックやラインなどの

インターネット上の会員制交流サイトの活用のほか、

ラジオやテレビ、新聞・雑誌への投稿やポスターの掲

示、パンフレットの設置、各種会合での積丹町の宣伝

などです。

　これらの活動に対して報酬はありませんが、町では

積丹町のイメージアップにつながる優れた活動を行っ

た観光サポーターに対して、積丹町の特産品を贈呈す

ることとしており、昨年 12 月に開催された、町商工会、

観光協会、町の担当職員による選考会議で、次の観光

サポーター５名を決定しました。

　フェイスブックなどＳＮＳを活用してＰＲをしてい

ただいた方は播磨誠さん（美国町）、菅野伸介さん（美

国町）、中野公麻さん（札幌市）の３名で、播磨さんは、

はしご酒や今年度初の試みとして実施した岬の湯しゃ

こたん「いい風呂の日」などのイベントの紹介、菅野

さんには積丹町の旬の食材や漁の模様、町内で実施し

たモニターツアーなどの様子、中野さんにはバイク

ツーリングを行う中で体験した積丹町での出来事や風

景のほか、ツーリングを通じて各地で知り合った

方々に積丹町のＰＲを行っていただきました。

　また、名波詩織さん（札幌市）には、所属する出版

社が発行するフリーペーパー「ＪＰ０１」で、積丹

町の新たな名物として期待されている「積丹えびし

おサブレ―」を紹介していただきました。

　そして、山下真知子さん（札幌市）には、愛聴して

いるラジオ番組の公開放送の中で、出身地の積丹町

の話題が放送の中で取り上げられるよう積極的にＰ

Ｒしていただきました。

　町では、これからも引き続き、町内外の方々に、

積丹町の応援団として町の魅力や情報を積極的に発

信していただく観光サポーターの登録者を募集して

おりますので、ご協力をお願いします。

“積丹町観光サポーター” ５名が決定

サ
ブ
レ
―
を
紹
介
い
た
だ
い
た

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
Ｊ
Ｐ
０
１
」

▲

　

町
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た

め
の
子
ど
も
達
を
守
る
防
災
対
策
の

充
実
・
強
化
に
努
め
る
た
め
、
地
域

活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
（
地
方
創
生
先
行
型
）
を

活
用
し
て
、
保
育
所
に
防
災
頭
巾
と

救
命
胴
衣
・
園
児
用
避
難
車
を
、
小
・

中
学
校
に
は
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と

救
命
胴
衣
を
配
備
し
、
災
害
へ
の
備

え
を
整
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
12
日
に
、
幼
少
期
か

ら
の
防
災
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
当
交
付
金
を
活
用
し
た
防

災
教
室
を
び
く
に
保
育
所
・
み
な
と

保
育
所
園
児
を
対
象
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
お
は
よ
う
北
海
道　

土
曜
プ
ラ
ス
」

に
出
演
し
て
い
る
日
本
気
象
協
会
北

海
道
支
社
の
住
友
静
恵
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
て
、
び
く
に
保
育
所
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

住
友
さ
ん
は
手
作
り
の
児
童
向
け

教
材
を
使
用
し
、
地
震
、
雷
、
火
事
、

津
波
な
ど
の
災
害
の
解
説
と
対
処
方

法
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
や
パ
ネ
ル
な

ど
を
用
い
て
説
明
、
最
後
は
お
話
を

聞
い
た
ご
褒
美
に
と
、
園
児
一
人
ひ

と
り
に
住
友
さ
ん
手
作
り
の
記
念
メ

ダ
ル
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
併

せ
て
、
保
育
所
に
配
備
し
た
防
災
頭

巾
と
救
命
胴
衣
・
園
児
用
避
難
車
の

お
披
露
目
も
行
い
、
園
児
達
は
初
め

て
見
る
防
災
用
品
に
高
い
関
心
を
示

し
つ
つ
、
楽
し
く
防
止
の
心
得
を
学

び
ま
し
た
。

「
地
方
創
生
・
安
心
子
育
て
拠
点
づ
く
り
事
業
」
を
実
施

“救
命
胴
衣
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
”

▲住友静江さん

保
育
所
、
小
・
中
学
校
に
配
備
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